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社会科 ・地理歴史科 における教材開発の成果 と作成過程
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大学院の授業 「協働実践研究」における社会科地理歴史系の取 り組み 「21世紀に対応 した社会系教科カ
リキュラムの開発」での1年半にわたる活動を通して得られた知見を報告する。本授業では,協働を取 り
入れた組織形態で,大 学院生が主体 となって地域教材を作成 した。2010年度は笏谷石,サ バについての
地域教材 と,教科書 を補足する用語集作 りを行 った。2011年度前期は,身 近な地域の扇状地 と史跡 を取
り上げた映像教材を作成した。これ ら全体を振 り返って,社会科における教材作成を一般的な視点から検
討する。さらに,教材の具体的な作成過程を示すことによって,作成時の組織 ・進行形態への考察と,教
師教育としての教材作成についての視点を提示する。
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1.はじめに
教材 について検討す る際 い くつかの切 り口がある。
本研究では,① 内容 をどうすればよいか,② 作成する方
法について,③教材作成の具体的な過程,④ 授業に効果
的に活かすにはどうすればよいか,⑤教材作成の意義に
ついて,の5点 を挙げる。それらについて,大 学院の授
業 「協働実践研究」での1年半にわたる取 り組みを中心
にして得 られた知見を報告する。
とめられる。
まず,(1)「学習指導要領 に準拠 していること」が必
要である。次に,(2)望ましい社会科の学習の在 り方,
つまり「社会科の学習原理」への考慮が必要である。また,
(3)教材をいかに作れば効果的か,つ まり 「一般的な教
材作成の方法論」の検討が必要である。最後に,(4)「作
る教材に応 じた内容の検討」が必要である。これらにつ
いて,先 行研究を参考にしつつ,順 に解説する。
2.教材の内容をどうすればよいか
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図1社 会科の教材作成での配慮
公教育では教材 をどのように作ってもよいわけではな
く,一定の縛 りや指針が存在する。また,作成 したもの
が教材 としての目標 を達成するには,教材の効果や役割
についての見識がなければならない。社会科における教
材の内容についての一般的条件は図1の(1)～(4)にま
まず,公 教育である以上,(1)「学習指導要領 に準拠
していること」は当然必要である。ここでは,学習指導
要領に盲目的に従 うべ きではなく,各人の思考によって
それを批判的に見て行かねばならない,という意味で「準
拠」とした。
次に,(2)望ましい社会科の学習の在 り方,つまり 「社
会科の学習原理」であるが,このような例を挙げられる。
森分(1978)は,社会科においての目標 を,「社会的事
象 ・出来事を理解 し説明することであり,すべきことは
事象 ・出来事を科学的に説明できるようにさせることで
ある」(p.1)としている。この場合,個 別の事象を羅列
的に子 どもに暗記させる教材を作っても,子どもは転移
しない知識を記憶するだけで科学的な説明はできず,目
標を達成できない。従って,典型的な社会的事象を取 り
上げ,科学的な一般法則をわからせる教材作 りをすべき
である,という方針が導かれる。
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これは,科学主義と呼ばれる立場での社会科の学習原
理であり,現在でも研究者の多数はこの立場を採ってい
る。ただし,学習指導要領はこの学習原理を採っている
とは言えない。社会科ではこのように,研 究者が考える
望ましい学習の在 り方と,学習指導要領 とに差がある。
それに配慮 した上で,自分はどのような学習原理が望ま
しいと考えるのか明確にして,教材を作成すべきである。
(3)教材をいかに作れば効果的か,つ まり 「一般的な
教材作成の方法論」についてであるが,こ れは一般的な
教育学の立場からの方法論 と,社会科 ・地歴科独 自の方
法論 とに分かれる。ここでは後者のみを取 り上げる。
高山(1999)は,社会についての見方 ・考え方をよ
り科学的なものにするために,「概念や一般化に基づい
て教材構成す ることが,児 童の見方 ・考え方を形成 し,
より客観的,科 学的見方 ・考え方に変容」させるとし,
一般化された知識を教える教材を作成すべ きだとする。
また,一 般化 された知識を導 くために,「なぜ」 という
問いを用い,さ らに子どもが 「自分 との関わ りで社会的
事象・事実をとらえる」べ きだとしている(p.155-156)。
櫻井(2011)は,高校地理の教科書執筆を例 に取 り,
生徒が興味 ・関心 を示 してくれる教材 として3つの種類
を挙げている。1つ目は,一 般的な現象 ・抽象的な概念
を理解できる具体例を取 り上げる教材である。2つ目は,
それまで生徒が持っていた知識を概念化 ・一般化で きる
教材である。3つ目は,生 徒が 自ず と考 え始め,思 考を
発展 させる教材である(p.10-11)。
佐伯 ・澁澤 ・堀井(2006)では,中 学校歴史的分野
における教材開発のポイン トとして,3点を指摘 してい
る。 まず,「それ まで生徒が持っていた知識や常識的な
見方をくつがえす」とい うポイントがある。また,「教
師がその教材に面白味を感 じて取 り上げた場合,生 徒の
関心を引き付けることが多い。自分が深 く興味を感 じて
いることが訴える力が大 きいとい うことである」 とし
て,教 師が面白いと感 じる教材を利用することも挙げて
いる。3点目としては,多面的な見方を鍛 える教材が大
切であるとしている(P.21-24)。
ここで取 り上げたように,社会科 ・地歴科の教材開発
の一般論としては様々なことが言われている。それ らを
大まかにまとめると,まず,① 知識の一般化 ・概念化に
子どもを到達させること,が教材による学習の到達 目標
として挙げられる。さらに,それに子どもを向かわせる
ために ② 「なぜ」 とい う疑問を刺激 し,思考のスイッ
チを入れる,③ 教師自身が面白いと思っているものを取
り上げ,子どもを引きつける,という手法が考えられる。
(4)「作 る教材 に応 じた内容の検討 」 につ いて は,教
材 ごとの役 割 に よって,作 るべ き内容が 変わ って くる。
教科書,副 読本,ワ ークブ ック,映f象 授業 中の配布 プ
リン トの ように,教 材 には様 々な種類があ る。 これ らは
ひとつひとつ果たすべき役割が違うので,内容はそれに
応 じて作 られなければならない。例えば,教科書 と副読
本の役割分担について,日 台(1977)は「教科書か ら
は一般性を,副 読本からは特殊性,地 域性を学ぶことが
基本」(p.120)としている。池(2008)はそれからの状
況の変化に言及 し,教科書は学習方法 を学ぶテキス ト,
副読本は調べ学習に役立つ資料 として用い,ワ ークブッ
クによって学習を展開する,と い う機能分担 を提示 し
ている(p.11)。教材の役割は時代 と共に変化するので,
状況に応 じて教材 ごとの役割分担 を考える必要がある。
ここで検討 した(1)～(4)における教材開発の一般
論的視点 とは別に,個 別の教材作成のアイデアが存在す
る。具体的に何 を取 り上げるか,と いうことである。
これについては,無数に存在 し,新しいものだけでも,
『社会科教育』(明治図書出版)2008年11月号 「教科書
にない新教材 を開発するヒン トー 新指導要領からの提案
(移行措置の重点&教科書にない教材開発)」,2009年4月
号 「新視点でつ くる地域プランと教材開発のヒン ト(特
集 地域学習;"新要領の重点"どう盛 り込むか)」 など,
さながら百花練乱の趣がある。
社会科 ・地歴科は扱う範囲が広 く,教材の題材には限
りがない。ただ し,教師自身の興味によって教材を作成
するとしても,い ずれかの時点で,(1)～(4)のように
教材開発の一般論や目標について概観 した上で整理 し,
自分の立場 を明確 にしてお くべきであろう。
3.教材を作成する方法について
教材開発についての一般的 目標や,個 別の題材につい
ての先行研究は多いが,具 体的な作成手順や編集方法を
論 じたものは少ない。そのような状況は,副 読本研究の
蓄積を示 した伊藤 「社会科副読本に関わる実践及び研究
の歴史か ら見た社会科地域学習の現状 と課題」(2008)
にある通 りである(p.10)。
例えば副読本作成の具体的な手順 を示 した論文 とし
て,里井(1999)や,上川(2003)がある。特に 上川は,
教材研究と教材化研究は別であること(p.7),教材化の
力量は教師によって違 うこと(p.3)を指摘 し,具体的
な組織形態にまで言及 している(p.12)。また,作 成者
の勉強不足か ら,誤った情報を副読本に載せている例を
挙げ,専 門的な知見を作成者が必ず しも備えていないこ
とを示 している(p.9)。
ここか らわかることは,教 材作成の際には,歴 史や
地理について専 門的な知見を持 った人間が,複 数人で
チェックす る体制を採るのが望 ましい ということであ
る。一人での作成では,教材の科学的な正 しさが担保さ
れない。
他に,大学院生による副読本作成の過程を示 した光田・
小山 ・伊藤 「副読本作成経験の 「意味」一大学院生によ
る副読本作成を通 して一」(2008)が具体的な手順 を示
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した先行研究として参考になる。ここでは,副読本 『水
のパイオニア』作成の際の,内容構成決定,印 刷会社 と
の打ち合わせ,文 章の平易化,著 作権への配慮など具体
的な流れを知ることができる。特に,社会科教材作成の
際 配慮が欠かせない著作権への対処方法の記述が重要
である。
これらの先行研究を踏まえた上で,本 研究で取 り組ん
だ教材作成における方法を示す。
(1)教材作成の組織形態と全体の進行:2010年度
作 成の考三順{菱 形識協働作業、長方形業偲人作業1
③題材の
決定
畢
像資料の収集、現地
での調査 、聴き取 り、
体験など
畢
幾報告資料作成
????
奄教材作成
図2教 材作成フローチャー ト
本研究は2010年度～2011年度前期にかけて,福 井大
学大学院で行われた授業に基づいている。福井大学大学
院では,教 育学研究科 ・教科教育専攻の全専攻共通科目
「協働実践研究」 として,2年間で8単位の授業がある。
社会科では地歴系と公民系とに組織が分かれ,内 平は地
歴系の 「21世紀 に対応 した社会系教科 カリキュラムの
開発」に所属 し,教員3人と大学院生2人の参加の下で
授業が進められた。
地歴系では2010年度1年間の協働実践研究を通 じて,
教材作 りを行った。その際の作業の流れを示したのが図
2のフローチャー トである。菱形は協働作業(=授 業内
での多人数での検討)を 表 し,長方形は個人作業(=授
業外での個人での検討)を 表す。
この組織形態と作業の流れについて,協働 という概念の
説明が必要になる。協働 とは作業を遂行する際の形態
のひとつである。 コーン(Kohn,A.)『競争社会 をこえ
て』(1994)によれば,協働は競争と対置される形態で,
競争よりも生産性が高 く,参加者への害も少ない。ここ
でコーンは協働の一種 として協力学習(CL:Cooperative
Learning)とい う概念 を 「三,四人の子供たちが情報や
自分の考えを活発に交換 しなが ら机のまわ りにすわっ
ている姿 」 と示 している(p.341)。ジ ョンソン兄弟
(Johnson,D.W.&Johnson,R.T.)『学習の輪一 アメリカ
の協同学習入門』(1998)によれば,協働学習とは相互
協力 ・信頼関係の下で,周 囲と異質な個人が責任を持っ
て課題を解決してい くことである。旧来の学習では必ず
しも協力関係がな く,周囲と等質な個人が課題を解決し
ていったことと対比される。(p.32)
この 「協働」という言葉を授業名とする協働実践研究
は,協働 を指向してお り,教員と大学院生 という異質な
個人による授業構成にそれが表れている。ただし,この
ような理論 を硬直的に適用すると参加者の意欲低下 を招
くことがあるので,弾 力的な運用が必要になる。 この授
業では部分的に協働作業を取 り入れ,全体 としては大学
院生の興味に沿った教材作成がなされた。
図2の①では,教 材作成の主体 となる大学院生の興味
か ら出発している。必ず しも,学習指導要領や一般的知
識 といった縛 りから出発する必要はない。本研究では,
大学院生の興味に沿って物事を調べ,あ る程度資料がそ
ろってから,それが使 えそうか判断している。この方が,
作成者の興味を教材に反映できて,意 欲が高 まる。
④の協働作業による検討では,大学院生が収集してき
た資料を教員が共に検討することがなされた。ここで情
報の取捨選択が行われ,さ らにいかなる題材 を取 り入れ
るか,という次の行動に向けての指針が提案 される。
この授業の組織形態における教材作成過程で最 も重要
な個所は④の協働作業による検討である。なぜ なら,こ
こで情報の取捨選択が行われるためである。
社会科で学ぶべ き能力の一つに資料批判能力がある。
これは,資料の確実性 を検討し,情報の取捨選択を行う
能力である。これからの情報化社会の中でこれは教師に
も必須であることはいうまでもないが,2010年度の地
歴系では結果 として④の検討部分で報告者にその能力を
養うこととなった。
ひとつの題材について調べる際にも,多 くの関連資料
にあたることになる。そこでその資料の信愚性を検討す
るときに,い くつかの方法がある。まず,著者の略歴を
見て,そ の分野における専門性を有しているか,ま た怪
しい事跡はないか,と確認することが第一である。
だが,そ れのみでは十分とは言えない。自分の思考で
もって,内容が正しいか論理的に考えてみることも必要
である。ただし,自分ひとりの考えのみで及ばないとこ
ろもあるので,協働作業による検討が有効になる。
また,資料の信懸性を確認するのみならず,集 めた資
料の傾向に偏 りがないかチェックするためにも多人数で
の検討が有効である。その際 構成員の専門性が高いほ
ど,チ ェック機能も向上する。今回は大学教員による協
働での検討の場を設けることにより,教材作成でその高
い専門性を活かす機会がで きた。教員相互の協働性 とし
ては,検討の場での指摘の補足がある。複数の専門家に
よるチェック機能の多重化に協働性が作用した。
また,次 に何を取 り上げるかについても,この場で複
数人で検討することで,思 いがけない視点が生 まれるこ
とがある。このような資料批判と取 り上げる題材の検討
の場は,長時間にわたる必要はない。報告資料について
の検討は数十分で十分である。また,報告の場は1週間
～数週間に一度で十分である。
さらに,このように協働での報告の場を設けることに
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よって,報 告者に個人としての責任を感 じさせ,意 欲喚
起が期待で きる。
以上をまとめると,教材作成でこの組織形態 と全体の
進行を採った場合,ま ず(A)資料批判 ・題材選択が多
面的な視点から行われる。次に,(B)報告者の意欲喚
起が期待できる,と いう利点がある。
だが,こ の形態にも欠点はある。報告者が資料収集な
どの作業を意欲 ・能力 ・可処分時間の問題で十分に処理
できない場合,進行が滞ってしまう。報告者の状況など,
構成員の様子によって組織形態と役割分担は変えるべ き
である。
(2)資料収集の方法,プ レゼンテーション:2010年度
この授業で最 も労力が割かれたのは,資 料の収集で
あった。1年間を通 じて資料収集を行う中で,収集方法,
プレゼンテーション方法が多少なりとも身に付いた。そ
れについて も述べる。
① 福井市内の3図書館 インターネッ ト
社会科の題材で,特に地理歴史について調べるときは,
図書館が必要である。今回の授業で自分が利用した福井
市内の図書館 は3種類ある。福井大学附属図書館 と,福
井市立図書館,福 井県立図書館である。このうち福井市
立図書館は何館かに分かれているが,福 井大学から最 も
近いものが福井大学の学生にとって利用 しやすい。
表1福 井市内の3図書館
福井集立
図書館
福井市立
図書館
福井大学
附属図婁館
フ92.266冊硬軟取り合わせた懲籍 く棄人
(平成烈年度)向 けの歴吏読み物など〉が
386.264冊
(平成21年度)る 。県立図婁館に無い書籍が
揃っており、利用しやすい。地
域史雛一ナーも充葵している、
地域史コーナーが充案してい
約59万冊
(平成紛年度)り充実している。しかし、歴史
見つかることがある。
教育濁係の書籍は他の2館よ
関係で素人向けの娯楽的な書
籍がなく、揃えられているもの
が硬い。紀蔓など論文の蔵書
数は多い。
2010年度1年間では,前期で市立図書館 と県立図書館
を主に利用 し,後期では県立図書館 を主に利用 した。
具体的な利用方法は以下の通 りである。まずインター
ネットの蔵書検索で,キ ーワー ドを入力 してめぼしい書
籍を探しリス ト化する。それを持って図書館に行 き,一
通 り書籍を集める。集めた書籍の 目次を見て,求 める情
報が書いてある箇所をチェックする。必要な情報が書い
てある箇所のみを読み,そ れ以外では巻頭 と巻末を読む
程度にとどめる。資料 として有益な書籍なら,大部分 を
読むことも有 りうる。 また,信愚性についてあた りをつ
けるために,著者の略歴を必ずチェックせねばならない。
図書館を利用するほかに,イ ンターネットも資料収集
に利用で きる。ただし,信懸性の低い情報 も多 く,著者
が不明で責任の所在があいまいなページも多い。ネット
で読むだけでなく,併せて書籍をチェックすることが望
ましい。
近年では学校への司書教諭の配置が義務付けられ,図
書館 を活用 した学習の必要性 も指摘 されている。子 ども
に図書館について指導する際には,教 員自身も図書館 を
使いこなす能力を持っている必要がある。特に資料 を多
用する社会科 ・地歴科では,周 辺地域の図書館の内容と
利用法を把握 してお くことが重要である。図書館員によ
るレファレンスサービス も活用するべきである。
② 現地調査など副次的な資料収集
報告資料を作成する際に,書籍に拠るだけでは面白味
に欠ける。郷土に関する題材のときは,現地調査が有効
である。具体的には,博物館や資料館などを訪ねるのが
よい。そこで館員の話を聞くなど,イ ンタビューも有効
である。また,史跡に行って写真を撮 り,報告資料に添
えると内容がわかりやす くなる。
③ 資料の作成
資料を集めたら,それを多人数で検討するために報告
資料を作 らねばな らない。2010年度の作業の中で,い
かに効果的な資料 を作 るか,と いうことを考えさせ られ
た。
初期ではパソコンのMicrosofしWordで毎回文章 を手打
ちして資料 を作 っていた。 しか し,この方法 には問題が
ある。あま りにも労力がかか り過ぎるのである。また,
資料から一部分を抜 き出して自分でまとめると,資料の
文脈がわからなくなり,他者が資料の内容を正確 に把握
できない。
このような理由からして,報 告資料はWordで作 るべ
きではない。むしろ,収 集した資料をコピーして,重要
個所に線を引 き,説明を補足 した形式で作るべ きである。
こうすれば,資料の前後の文脈が他者に把握できる。ま
た,作成者にとっても労力の節約になる。コピーする際
は著作権が問題になるが,協働実践研究のような少人数
での配布 なら,著作権法30条の私的使用にあた り問題
ない。この手法は,一 人の報告者が大量の情報を複数人
と共有する必要がある際有効である。
④ プレゼンテーション
作成した資料を報告する際 プレゼンテーションが必
要になる。プレゼンテーションには演技力が求められる。
また,教員として就職する際には不可欠である。
この際の案としては,資料構成を工夫 して,資 料を読
み物 として耐えられるものにすることが考えられる。
(3)まとめた形式
以上の作業 を通 じて,2010年度前期では教科書 を模
した郷土教材を作成 した。内容は,福井市内の特産品で
ある笏谷石(対 象は小学校3・4年)と,サ バ(対 象は
中学生)に ついてである。
2010年度後期では,小 中歴史教科書 を補足する用語
集づくりを目指 した。干鰯,入 会地,武士の家計簿,海
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民(百 姓),村八分など。東京書籍の小中歴史教科書の
本文に出て くる用語を選び出し,そこから補足的説明を
要するものの用語集を作った。網羅的に作 ったわけでは
なく,教科書 というベースがあっての用語集作 りである。
また,2011年度前期では,2010年度の経験 を活かして,
映像教材作成を行った。
4.教材作成の具体的な過程:2010年度
(1)2010年度の流れ
前節で述べた教材作成進行の,具 体的な過程を本節で
説明する。まず,2010年度の流れからである。
① 神社について
A木 鼻(神 社の装飾)を 用いた指導案 【5月】
B作 成 した資料 「若越加能の神社」を基に授業への応
用を考える。 【6月】
② 笏谷石の教材化 【6月】
③ サバの教材化 【7月】
④ 小中学校の歴史教科書を基に,江戸時代の生活につ
いて用語集作 り 【10～12月】
Aベ ス トセラー 『武士の家計簿』の紹介 【10月前半】
B百 姓の生活のイメージは?貧 困か文化的か 【10
月後半～11月前半】
C教 科書に線 を引いて疑問箇所 を調べる 【11月前半
～12月】
→入会地 ・海民 ・村八分 ・干鰯
⑤ 舳倉島 【7月】
石川県輪島市沖50kmに浮かぶ舳倉島について資料 を
作成し,教材化 を試みた。しかし活かせる資料が少な く
断念 した。9月に社会科院生で舳倉島へ巡検に行った。
ここでは,平 成20年に公示された新学習指導要領 を
意識 して教材 を作成 した。小学校社会科では,〔第3学
年及び第4学年〕の目標(1)から(3)に,中学校社会
科では,〔地理的分野〕の目標(4)に,いずれで も 「地域」
の文言があり,地域学習が目標に掲げられている。以下
で紹介する,神社 ・笏谷石 ・サバの教材は,学 習指導要
領に沿った地域学習を補助する趣 旨で作成 された。
図3能 登の山と神社
*作成資料 「若越加能の神社」の一部?
?
?
1塗職麗 繍 罰 翻膨櫛 ヒ榊
?
?
?
糠塾嘱 翁穿u
1　
(2)神社について
自分の趣味と修士論文のために撮影 した石川県と福井
県の神社800社の写真および,関連資料の中か ら,地域
教材 に使えそうなものを模索 した。しかし,趣味的に過
ぎ,子 どもに身近な事象から一般的知識を教えるという
目的に合致 し難いため,最 終的に教材開発は断念 した。
以下で作成した資料の一部を紹介する。
図3は能登にある山岳信仰の神社 をまとめた ものであ
り,図4は福井県嶺北地方における神社建築の装飾 「木
鼻」をまとめたものである。
図4嶺 北地方神社建築の木鼻
(3)笏谷石の教材化
神社の教材化が頓挫 し,他の物を取 り上げることにな
り,まずは身近にあるものを教材化する方針 になった。
資料 「福井市内で 「きょう土につたわるねがい」に適 し
た題材を探す」(5月25日作成)を 作成 し,い くつかの
案を示 した中で,協議で笏谷石を取 り上げることが決定
した。笏谷石は,淡 い青緑色で,産 地は福井市 内の足
羽山である。1500年ほど前か ら採掘 され,建物 ・墓石 ・
敷石などさまざまな用途に使われる。北前船によって北
国に運ばれ,そ こでも使用 されている。
題材が決定 したのち,笏谷石について図書館で資料を
集めた。公立図書館の郷土コーナーには,こ のような地
域の題材を調べるための書籍が集められている。ここで
は特に,『石 をめぐる歴史と文化』が参考になった。また,
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地域の博物館が発行 しているパ ンフレットか らも,書籍
に無い情報が得 られる。例えば,越前笏谷石の会 「笏谷
石ガイ ドブ ック」 というパ ンフレットを,博物館員の方
の好意で入手することができた。
他に,福井城の石垣など笏谷石が使用されている箇所
を写真撮影 した。 また,足 羽山の自然史博物館の吉沢館
長か らお話を伺 うことができた。そこで,笏 谷石の歴史
や入手法 教材化のヒントを知ることができた。
このように,博物館員や郷土史家など,特定の物事 に詳
しい方の話 を聞くことにより,取材の方向性 も定まるし,
意外な事実 を知ることができる。
また,足 羽山近 くの石材店(梶 谷石材)を 訪ね,図5
にある笏谷石の切れ端をわけてもらうことができた。他
にも,笏谷石を掘 り出し過ぎたために陥没 した足羽山西
墓地,大安禅寺の笏谷石製の福井藩主の墓石の取材など
も行った。
結果として,図6の ように教科書を模 した教材 にまと
めることがで きた。教材の流れとしては,身近な地域に
笏谷石が使われていることを導入 として,笏 谷石の産出
の様子 ・用途(「生活や産業」),北前船による北国への
広が り(「他地域 とのかかわり」),などを配置 した。対
象は小学3・4年生である。指導要領では 〔第3学年及び
第4学年〕の内容(6)エ 「人々の生活や産業 と国内の
他地域や外国とのかかわ り」に該当する。
鯨 帆 灘 ヨ
よ く旦か}ナる石 ももこさんたちは,
いっも生活 してい る福井市内で,うす
緑色の石をよく見かけることに気がっ
きました。
o塑講
癒
?
?
図6教 科書を模 した教材(*1)
(4)サバの教材化
笏谷石の教材化が終了 し,次の題材を探すことになっ
た。その回でたまたま,福井県大野市の半夏生(は んげ
しょう)と いう行事 についての話が出た。これは,7月
2日に焼 きサバを食べて体力を養う,という行事である。
これを契機として,年 中行事について調べた。
嶺北の年中行事全般をまとめた資料を作成 し,その中
で実際に半夏生を体験するため,図7のように自分で焼
きサバを買って食べてみた。これが協議の中で話題 とな
り,サバ全般について調べ,教材化することとなった。
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図7半 夏生の焼きサバ
福井県でサバ と言えば,へ しこ,焼 きサバ寿司,サ バ
街道 といった ものが有名である。そのため,そ れを調べ
てい くだけで教材がで きるのではないか,と いう目論見
だった。 しか し,調べてみると福井とサバの関係へのイ
メージを覆す結果がいくつか見つかった。
まず,サバ街道という名称は戦後にできたものである。
昔か ら,若狭か ら京都へ向かう街道をサバ街道 と呼んで
いたわけではない。ただし,間違えてはならないのは,
サバを運ぶ街道の実態は昔からあった,と いうことであ
る。それを 「サバ街道」 という名称で呼ぶようになった
のが,戦 後である,と いうことである。(*2)
また,HP「政府統計の総合窓口」(*3)によると,福
井県のサバ漁獲量は全国でも最低ランクである。福井県
はサバと関連が深いイメージを打ち出して広告 している
ので,サ バの漁獲量が多いのかと考えていた。 しかし,
実態はそれ とはかけ離れたものであった。江戸時代か ら
昭和にかけて,小 浜で大量のサバが獲れたが,現 在では
ほとんど獲れなくなっている,ということである。
他に調べたことには,こ のようなものがある。最近は
ノルウェー産のサバが多 く輸入され,店頭で多 く見 られ
るということ(*4),福井県のサバ料理 について,サ バ
の消費量,な どである。
このように,調べてみると自分の持っていた漠然 とし
たイメージを覆す事実がいくつか見つかった。
それに続けて,福井の食文化でサバがどのように利用
されているかを調べた。代表的なものとして,へしこ(サ
バの米糠漬け)が ある。
図8のように,へ しこも食べることか ら始めた。ここ
から始 まって,ま ずへ しこに使 うサバの産地には静岡 ・
三重やノルウェーが多 く,福井産はほぼないことがわ
かった。サバ缶の産地も同様である。また,美 浜町では
「へ し子ちゃん」 というキャラクターを作 り,へ しこを
PRしていることもわかった。
このような,調べてみてわかった意外性を中心にサバ
について教科書を模 した教材を作成した。内容は,福井
とサバとの関わ りの提示から始まる。その上で,福 井が
サバの漁獲量では全国最下位に近いことなどを示 し,意
外性 を伴った,地域へのより深い認識の獲得を目指 した。
対象は中学生である。
指導要領の内容では,〔地理的分野〕の内容(2)のウ
に該当する。サバという題材を用いて,サバ街道などの
「歴史的背景」,へしこなどの 「生活・文化」,ノルウェー
からのサバ輸入などの 「他地域との結び付 き」といった
多様な面から地域 を認識させる。
(5)教科書を補足する用語集作 り
2010年度後期 では教科書を題材 とした用語集作 りを
行った。教科書 を読んでみて,気 になった用語に線を引
き,それについて深 く調べる,という作業である。
ここで重要なのは,「わかったようでわかっていない
こと」を取 り上げて用語集を作成する,と いうことだっ
た。全ての用語 を網羅 した用語集の作成を目指すのでは
なく,わかっているようでわかっていないことへの理解
を助ける,という補助的な意味での教材作成を目指した。
具体的にいえば,例 えば干鰯がある。干鰯 といえば,
イワシを干した肥料で,綿 花畑に使われた,と いう解説
は一般の資料集で見ることがで きる。しかし,具体的に
どのような手順で,畑 で利用 したのか,と いうことまで
は一般の資料集には書かれていない。そこで,江戸時代
の農書などの,専 門的な資料を使って,子 どもにわかり
やす くまとめる,ということが意味を持つ。たとえば,『百
姓伝記』や 『綿圃要務』といった江戸時代の農書に当た
れば,具体的な干鰯の使い方がわかる。
一般の市販されている資料集 との差別化 をどうする
か,と いう問題も出て くる。これについては,市販では
カバーされていないことまで も,深 く紹介した資料 を作
る,ということで差別化がで きる。
また,こ のような用語集作 りは,それを作成する教師
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にとっても勉強になる。用語集作 りにはこのような意義
がある。
作成過程は,主 に図書館を中心 として資料 を集める,
というものだった。その結果を各項 目1～2頁にまとめ
た。取 り上げた題材は,磯田道史『武士の家計簿』,入会地
干鰯,海 民,村 八分などである。
図9用 語集における 「入会地」の説明部分
用語集は図9のような形式で作成 した。対象は,小学
6年生から中学生である。
(6)2010年度の反省
2010年度の成果を,2011年4月の協働実践研究発表会
で報告 し,その時に前出の作成進行モデルなどを示 した。
しか し,2010年度については大きな反省が2点ある。
1点目は,著作権の処理である。社会科では,書籍な
どから取った資料を印刷 して授業中に配布することが よ
くおこなわれる。それは,著作権法35条の,学校その他
の教育機関における複製等に当たり問題ない。今回の協
働実践研究で集めた資料 も,学校で授業に使用する際に,
作成者個人が配布すれば問題ないだろう。 しかし,それ
を多人数で共有するとなると問題が出て くる。
2010年度で作成 した教材では,全 ての資料 において
著作権の問題を解決 しているわけではない。そのため,
公的に配布できない,共有できない教材となってしまっ
た。
もしも,冊子での配布を目指すのであれば,光 田 ・小
山 ・伊藤 「副読本作成経験の 「意味」一大学院生による
副読本作成を通して一」(2008)にあるように,著作権
許可の申請 ・取材による写真撮影など,著作権処理を徹
底する必要がある。 しかし,今回採った教材の作成形態
では,そ こまでの時間と労力の余裕が持てなかった。冊
子を作成する労力において,著作権処理の占める比重が
高い,と いうことに留意すべ きである。
また,反 省の2点目は,教材 を用いて教えるべ き内容
が明確でないことである。大学院生の興味に則った教材
作 りをしたが,そ れが知識の一般化 ・概念化において,
どう寄与できるのかは必ずしも明確でなかった。
5.教材作成の具体的な過程:2011年度前期
(1)方針の決定
2011年度前期では,前 年の反省 を活か して,著 作権
に抵触 しない教材作 りを目指 した。冊子形式では,著作
権の処理が難 しくなるので,工作や映像などを検討 した
結果,地 歴科で映像教材を作ることになった。
福井県における社会科 ・地歴科についての映像教材 と
して,大 知宏壽 「地形 と生活」(*5)がある。これは,
高校地理で地形図を読むためのサポー ト教材 として作
成された。収録数は4つで,1つ10分程度である。 また,
福井市HPで提供 される映像教材 「映文の郷土学習 コン
テンツ」(*6)には,地域の伝統芸能や福井震災の記録
などが収められている。他に,福井県視聴覚教育連絡協
議会が 「福井県自作視聴覚教材コンクール」を年一回行
うなどの状況がある。
映像教材を作るといっても,作 り方は様々である。ま
ず,映 像教材になりそうな福井県の地理や歴史について
書籍で調べ,報 告書を作成 した。その報告書を用いた協
議の結果,特 定の地域の典型的な地理的条件を取 り上げ
て,10分程度の映像を作成することとなった。取 り上
げるのは福井県越前市味真野地区の扇状地である。この
時点で,簡 単な映像の進行表を作った。
(2)取材と作成
味真野地区 を取 り上げるため,数 度 に分けて取材を
行った。2011年7月2日に,最 初の下見 をし,デ ジタル
カメラで現場を撮影 した。その結果,畑作が多 く見られ,
水無川がある,と いう扇状地の特徴を確認できた。同月
8日に,ビ デオカメラを用いて撮影を行った。 ここで扇
央の茶畑,扇 端の湧水 と水田など,内容の骨子を撮るこ
とができた。9日に,前 日の内容を補足する映像 を撮影
した。また,併せて味真野地区に多 く存在する史跡の撮
影 も行った。さらに,そ れと並行 して,パ ソコンの地図
描画ソフト,バーズビューProとカシミール3Dで,味真
野地区の等高線図や鳥鰍図を描画した。
この結果を,WindowsLiveムービーメーカーで編集
し,14日に複数人で検討 した。そこで得 られた改善案
を元に,16日に再度撮影 した。前回は手ぶれが著 しかっ
たため,この日は三脚を用いた。改善の結果を26日の検
討会で示 した。また,30日にナレーションの録音を行っ
た。これら全てを総合 して作成したものを,8月2日の検
討会で示 した。そこでも改善案が出たので,ま た改善を
行った。この結果 として,映像教材 「味真野扇状地」 と
「味真野の史跡」が完成 した。対象は高校生である。
この教材作成の過程をモデル図に示すとすれば,図2
のフローチャー トと同様である。
使用 した機材は,以下の通りである。
・ビデオカメラ:JVCPICSIOGC-FM2
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・マイク:SONYECM-330
・USBオー デ ィオ変換ア ダプ タ:
サ ンワサ プ ライMM-ADUSB
BGMは イ ンター ネ ッ ト上 の フ リー音 楽 サ イ トか ら
取 った。 また,ナ レー シ ョンは学 部生 に吹 き込 んで も
らった。
(3)αSの取り込み
この映像教材作 りで特 に留意 していることは,GISの
取 り込みである。GIS(GeographiclnfbrmationSystem)
とは,「地理的位置を手がかりに,位 置に関する情報 を
持 ったデータ(空 間データ)を総合的に管理 ・加工 し,
視覚的に表示 し,高度な分析や迅速な判断を可能にする
技術である」(*7)。最近の,携 帯電話での地図による
位置情報の把握などもその一種である。このような空間
データの加工 と言った技術 を子 どもに教授する際は,そ
もそも教師がそれに習熟していなければならない。だが,
現状では教員養成課程でGISを学ぶ人間は少ない。この
問題については,南埜(2003)が指摘する通 りである。
(P.41)
GISを教材 に用いる利点 として,山 縣 ・栗 田 ・田部
(2004)は2点を挙げている。「地理学 とその社会での役
割に対する理解を深め られること⊥ 「地図やリモー トセ
ンシング,主題図作成に対する興味 ・関心を喚起するこ
と」である。(P.677)
以下に,映 像教材中に取 り込んだGIS画像 を示す。
このように,GISによる作成物を教材に取 り込み,身
近な地域を描画することによって,子 どものGISへの理
解や興味を高めることが考えられる。また,教材作成過
程で教師自身がGISへの理解を深められる。
※いずれも使用した地図データは,
地図センター:数 値地図50mメッシュ 日本∬
(4)映像教材の内容
作成 した映像教材の内容を簡単に紹介する。
・「味真野扇状地」(11分40秒)
味真野地区には扇状地の典型的な特徴が見られる。例
えば,扇 央の畑作 と水無川(図13),扇端の湧水 と水 田
などである。 しか し,扇央に住宅地が多いなど,典型的
な土地利用に合致 していないところがある。それについ
て古地図の変遷 を調べると,かつては桑畑や茶畑など,
扇央で典型的な土地利用がなされていたが,産 業の変化
と共に扇央が住宅地になっていったことがわかった。
扇状地の一般的な性質を,身近な地域の実例を通 して
学ぶことを目指 した。また,土 地利用の一般的な例は,
必ずしも実例に当てはまらないことも併せて学ばせよう
としている。
・「味真野の史跡」(9分)
継体天皇 と小丸城(図14)を取 り上げる。味真野に
は継体天皇にまつわる史跡があ り,古代からの由緒が想
像される。ただし,近年の研究によると必ず しも継体天
皇との関係は明確でない。天正年間に佐々成政が味真野
に小丸城 を築城 した。現在の感覚からすると味真野は交
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通の要所 と言えないが,文献で調べると,戦国時代は交
通の要所だったとわかる。
身近な史跡から,過去の交通の様子など,歴史的由緒
を読み取れることを学ばせ ようとした内容である。
(5)得られた知見
結果として得られた知見は,選 択する題材 によって教
材作成に要する労力が変わるということである。今回は,
自然地理(扇 状地)と 史跡という題材で撮影を行った結
果,撮 影を自由な時間設定で行うことができ,著作権の
問題 もそれほど複雑にならなかった。ここで伝統行事や
産業などを選択すると,肖像権の問題 取材のアポイン
トメントの問題などが出て来て,処理が難 しくなる。ま
た,過去の写真や絵画を使いたいとなれば,著作権処理
をする必要が出て くる。
このように,自然地理と史跡という題材が,社 会科 ・
地歴科の教材作成で諸般の労力を抑えたい場合に適して
いる。これは冊子作成と映像教材作成の両方に共通する
ことである。冊子でも題材を選べば,著作権処理や取材
の交渉に要する労力 を減らすことができる。特に今回の
ように,個 人の作業 を中心 とした教材作成であれば,著
作権処理な どに大 きな労力を取 られることは負担とな
る。作業形態に則 して題材選択 も考慮すべ きである。
映像教材の効果について,菊 地(1980)は,「教材 と
して不完全であっても,出来栄えが良 くなくても,現場
教師の手づ くりの教材の方が,生 徒達に与える教育効果
は大きい」,「教師にとっても自己の教材観 指導上のね
らいによって教材開発することは喜びも限 りなく大 き
い」,「当然 教材に対する教師の理解も深 く,し たがっ
てそれだけ学習指導において教材の価値も大きい」とし
ている(p.2)。
また,社会科歴史授業において開発 したDVD教材 「郷
土の伝統 ・文化」を使用 し,効果性を研究 した池野ほか
(2010)は,「DVD教材の活用は,授 業その ものに対す
る興味や意欲を高める授業方法としても,授業内容の知
識 ・理解,興 味 ・関心,意 欲 ・態度を高める内容におい
ても非常に効果がある」(p.286)としている。もちろん
映像教材の内容によるとはいえ,子 どもに大きな教育効
果を与えるために,映像教材は有効である。
6.教材を授業に効果的に活かすにはどうすればよいか
森分(1978)は,教授書 という概念 を示 している。
これは,学習指導案 と,指導過程で用いる資料をひとま
とまりにした,完 結性のある教材である。(p.166)教材
を授業に効果的に活かすためには,こ のような指導案を
併せて作成すべ きであろう。
作成 した教材によって,子 どもの興味 ・関心をで きる
だけ引 き出すためにはどうすればよいのか。子どもの身
近な出来事を取 り上げる,既有知識との矛盾に驚 きを感
じさせる,映像で聴覚や視覚に訴えかける,といった方
法が考えられる。
だがそ もそ も,先 の菊地(1980)にあった ように,
作成 した教材が不完全であっても,それに労力を費や し
た教師の熱意が子どもの関心を引 くということが予想で
きる。いつも身近に接 している教師が,冊子や映像など,
まとまりがある教材 を作成 して授業 に使用することは,
子どもに驚きを与えることで もあるだろう。教材作成に
労力を惜 しまない教師の姿勢こそが,最 も自作教材 に子
どもを引きつける要素ではないだろうか。
このように,成 果物が人の興味を引 くか否か,という
要素は様々に考えられる。そこを教材の作成者である教
師が把握 し,効果的に提示することによって,よ り教材
の印象を強めることができる。
また,教材による授業が子どもに与えた効果の測定に
ついては,池 野ほか(2010)のように,プ リテス トと
ポス トテス トによって子どもの意識の変容を測定する,
という方法が考えられる。
本研究では実際に授業に教材を用いる機会がまだ持た
れていないが,2011年度後期に,映 像教材を用いて実
際に授業を行 う予定である。
7.教材作成の意義について
(1)授業における子ども ・教師への効果の期待
教材作成にはどのような意義があるだろうか。 まず,
当然に子どもへの効果が期待 される。学校で一般に使わ
れている教科書 も教材の一種であり,それでカバーしき
れない領域 教えにくい領域はある。そこを補助する目
的で教師が教材を作ることには意義がある。ただ し,費
やす労力と効果を考量 し,無理のない作業量にしなけれ
ばならない。さらに,何 もかもを自分で作るより,既存
の教材を吟味 して活用することも大事である。
また,先 に5の(5)で述べたように,教 師の自作の
教材には,子どもの関心 を引 く効果が期待できる。また,
自らが作成した教材を使用することにより,教師自身の
意欲を引き出す効果も期待で きる。
(2)教師教育としての教材作成
田村(1998)は,学生が参加 した地域教材作成 の,
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社会科 ・地理歴史科における教材開発の成果と作成過程
教師教育における意義を論 じ,「学生にとって,自 分が
本当は何を知 りたかったのかをじっ くりと考える機会が
与えられる」などの結論を示している。(p。118)
このように,教 材作成には教師教育 としての側面があ
る。その特徴 を4点挙げることができる。第1に,対 象
について調べる中で教師に知識がつ く。第2に,そ れを
他者に伝える形式に加工する中で,教師に説明力がつ く。
第3に,教材 を使 って何 を伝 えたいのか考 えることで,
教える科 目の理念への理解が深まる。第4に,教材作成
の中で他の教師が作成 レた教材を検討することで,教科
の教育法への理解が深まる。
第3の点について,例 えば,今 回の教材作成では,作
成者(内平)は最初は自分の興味のみに則 した教材を作っ
ていたが,最 終的に,一般的な知識を子 どもに得 させる
教材を指向するようになった。初期では4の(1)で示
した,神社の木鼻の教材のように,自分の興味を前面に
押 し出 した特殊 な教材を作っていた。だが最終的に,5
で示 したGISを取 り込んだ映像教材の ように,一 般的な
知識や習得 させたい知識に配慮 した教材を作るように
なった。
また,今 回のように教材作成全般を振 り返る論文を作
成することも,教師教育の一環となる。
(3)地域教材の意義
高柳(2008)は高校の地歴科 を例 に取 り,情報化の
進展の中で地域教材は独特な意義があるとし,身近な題
材であるゆえに生徒が検証可能なリアリティーを持つ,
などの指摘 をしている。(p.67)
このように地域教材には時代に応 じて意義が求められ
ているが,題 材の身近さによって,教材作成に参入しや
すい分野である。その意義を自分な りに考え,可 処分時
間の多い学生のうちから地域教材開発に取 り組むこと
は,教 師になってか らも役立つ。ここでは地域教材の意
義として,身 近な題材であるため子 どもの興味を引きや
すいこと,一般的な知識 ・法則を適用する具体例 を得 ら
れること,の2点を挙げる。
8.今後の展望:教 材作成の過程,組 織形態への着目
7にあるような成果を挙げる際 教材作 りの過程 と組
織形態へ着目すべきである。教材作成について論 じる際
は,そ の教材の題材に着目することが多く,具体的な作
成過程や,作 成時に採った組織形態に言及することは少
ない。だが,教材 として取 り上げた題材が優れていて も,
作成過程や組織形態に問題があれば,優 れた教材は作 り
難い。どのような過程で,どのような組織形態を採れば,
優れた教材作 りができるのか,検 討が必要である。
また,教 師教育としての教材作成に着目した場合,社
会科ではどのようなカリキュラムと組織の構成を採れば
よいか,と いう問題 もある。
本研究では,3の(1)で示 したような組織形態を採
り,4・5で示 した作成過程 をたどった。ここでは,協
働 という考えを取 り入れた組織構成をし,作成者の興味
に沿った教材作 りが行われた。このように,組織形態と
作成過程を示すことは,時 としては教材の内容 と効果を
示すよりも必要なことがある。例えば教材を作 りたい教
師がいたとして,具体的な作成過程を知 りたい時などで
ある。
このような研究を進めるときは,組織形態による成果
の比較 教材作成過程で費やされる労力を最小限にする
ための検討,な どの方向性が考えられる。本研究ではそ
のような発展的な内容までは明らかにできなかったが,
今後の課題としてはそのような方向性があ りうる。
また,こ れとは別に,今 回作成 した教材の授業での効
果の検証,内 容の科学的な正しさの検証も行うべ きであ
る。
2010年度 に作成 した笏谷石 ・サバの教材,用 語集 に
ついては,著作権処理を改善した上で,現 場で使 える教
材にすることを目指 し,2011年度に作成 した ビデオ教
材では,高校でそれを使用 した授業の実施を目指す。
その際には,児 童生徒にアンケー トを取るなどして,
教材が 「知識 ・理解」や 「関心 ・意欲 ・態度」にどのよ
うな影響を及ぼしたか検証 したい。また,現場の教師か
ら教材に対する意見を聞き,内容の適切さ ・正 しさの検
証 も行いたい。
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